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毎年10月は…

『仕事と家庭を考える月間』
　家族のための時間が少ないって、なんだかおかしくないでしょうか？
　考えてみませんか？仕事と家庭の両立。
　厚生労働省では、毎年１０月を「仕事と家庭を考える月間」として、仕事と
　家庭の両立について、社会全般の理解を深めるための活動をしています。

□仕事と家庭の両立を図り、働き
　続けやすい職場環境づくり
□働き方の見直しとワーク・ライ
　フ・バランスの推進
□男性も育児参加しやすい企業
　風土の見直し

みんなで考えよう！仕事と家庭の両立

女性センター未来 くらしのセミナー

『お正月の生け花』
女性センター未来では、くらしのセミナー「お
正月の生け花」を開催します。
自分で生けた生け花を飾って新年を迎えて
みませんか。
期　日：１２月２５日（土）
　　　 午前９：３０～１１：３０
　　　  １２月２７日（月）
　　　  午後１３：００～１５：００
場　所：女性センター未来　学習室
材料費：実費２,０００円程度
定　員：各日１５名  
         （託児あり）
申込締切：
１２月１７日（金）

なお、詳しい内容は、
１１月号の市報に掲
載します。

　

男
女
共
同
参
画
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
と
人
権
同
和
男
女
共
同
参
画

地
域
推
進
員
が
地
域
に
出
向
い
て
、
学
習
会
・
懇
談
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
出
さ
れ
た
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

針
田
区(

瑞
穂
地
区)

　
「
男
女
共
同
参
画
啓
発
か
る
た
」

と
「
紙
芝
居
」
を
利
用
し
学
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

▼
共
働
き
で
、
男
性
は
家
に
帰
る

と
時
間
は
す
べ
て
自
分
の
時
間
に

使
え
る
の
が
不
公
平
で
あ
る
と
感

じ
て
い
る
。

▼
も
と
も
と
の
差
別
は
埋
め
よ
う

が
な
い
。

▼
「
か
る
た
」
か
ら
、
最
後
に
そ

れ
ぞ
れ
が
自
分
の
考
え
を
発
表
す

る
こ
と
が
で
き
、
よ
い
と
思
っ
た
。

富
倉
地
区

 
「
か
る
た
」
か
ら
日
頃
感
じ
て

い
る
意
見
の
一
部
は
・
・
・▼「

抜
き

ん
出
た・・」

女
性
も
男

性
に
頼
ら

ず
、
ど
ん

ど
ん
選
挙
、
役
職
な
ど
に
立
候
補

す
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

▼
「
ま
だ
ま

だ
と
・
・
・
」

女
性
に
も
っ

と
外
へ
出
て

も
ら
い
た

い
。

▼
男
女
共
同
参
画
っ
て
、
何
か
も

う
ひ
と
つ
ピ
ン
と
こ
な
い
。
何
か

ア
ピ
ー
ル
が
ほ
し
い
と
思
う
。

上
町
区(

飯
山
地
区)

▼
商
売
を
や
っ
て
い
る
の
で
、
家

事
な
ど
男
女
関
係
な
く
、
分
担

し
協
力
し
て
や
っ
て
い
る
。

▼
上
町
区
は
、
女
性
の
隣
組
長
が

増
え
、
女
性
の
意
見
が
反
映
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

飯
山
地
区

▼
自
分
か
ら
男
の
仕
事
、
女
の
仕

事
と
思
わ
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
。

手
の
空
い
て
い
る
者
が
家
の
中
の

仕
事
は
や
れ
ば
い
い
。
そ
ん
な
中

で
も
時
々
女
房
が
と
か
・・
と
言
っ

て
し
ま
う
。
い
ろ
い
ろ
と
そ
う
い

う
物
言
い
が
差
別
に
つ
な
が
る
の

だ
と
気
づ
い
た
。

※
こ
れ
か
ら
も
ビ
デ
オ
、紙
芝
居
、

寸
劇
な
ど
利
用
し
な
が
ら
学
習

会
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
集

落
、
少
人
数
グ
ル
ー
プ
な
ど
の

学
習
会
に
お
気
軽
に
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。

△飯山地区でコミュニケーターによる寸劇

地
域
の
男
女
共
同
参
画
は
・
・
・
学
習
会
開
催

△針田区で、和やかな雰囲気でかるたとり

男
女
共
同
参
画
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
・

人
権
同
和
男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員

合
同
学
習
会
は
・
・
・

　

長
野
大
学
環
境
ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部

准
教
授 

古
田
睦
美
先
生
に｢

男

女
共
同
参
画
と
は｣

を
分
か
り
や

す
く
ご
講
演
い
た
だ
き
、
そ
の
後

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
講
演

で
は
、
す
べ
て
の
人
が
多
様
に
生

き
ら
れ
、
適
材
適
所
に
能
力
を
発

揮
で
き
る
こ
と
。
家
の
仕
事
、
村

の
仕
事
、
男
女
共
同
参
画
は
、
す

べ
て
の
地
域
づ
く
り
村
づ
く
り
の

根
本
に
あ
り
、
地
域
を
活
性
化
す

る
に
は
、
今
ま
で
の
仕
組
み
を
変

え
、
何
の
た
め
に
や
る
の
か
、
女

性
も
一
緒
に
考
え
て
い
く
こ
と
が

あ
な
た
と
私
の
共
同
参
画
講
座
開
講

　
「
女ひ
と

と
男ひ
と
の
認
め
あ
い
・
支
え

あ
い
」
と
し
て
、
誰
も
が
自
分
ら

し
く
生
き
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し

て
学
び
考
え
て
い
く
講
座
で
す
。

第
1
回
は
開
講
式
、
運
営
委
員

に
よ
る｢

少
子
高
齢
化
と
男
女
共

同
参
画｣

の
説
明
、
ま
た
紙
芝
居

『
桃
太
郎
が
桃
子
だ
っ
た
ら
の
物

語
』を
行
い
、そ
の
後
グ
ル
ー
プ
で
、

自
分
の
身
の
回
り
で
感
じ
て
い
る

こ
と
な
ど
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

誰
も
が
、仕
事
、
家
庭
生
活
、

地
域
活
動
、個
人
の
自
己
啓
発

な
ど
、
様
々
な
活
動
を
自
分
の

希
望
す
る
バ
ラ
ン
ス
で
実
現
で
き

る
状
態
で
す
。

『
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
』 

っ
て
な

に
？

ひとくちメモ

◆仕事と生活の調和（ワーク ･ライフ ･バランス）

　

利
用
団
体
の
日
頃
の
成
果
の

発
表
と
交
流
の
場
と
し
て
10
月

２
日
〜
３
日
の
２
日
間
、
総
合

学
習
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
た
両
日
、
女

性
セ
ン
タ
ー
未
来
で
は
、
仏
像

彫
刻
、
書
道
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、

籐
手
芸
、
絵
手
紙
な
ど
、
す
ば

ら
し
い
作
品
が
展
示
さ
れ
た
ほ

か
、
舞
台
発
表
で
は
、
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
、ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
、

民
踊
な
ど
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
　
　

ま
た
、
玄
関
ロ
ビ
ー
で

　
　

は
、
着
物
で
煎
茶
の
サ
ー

　
　

ビ
ス
も
行
わ
れ
、
普
段
体 

      

験
で
き
な
い
お
も
て
な
し

      

を
味
わ
え
た
と
喜
ば
れ
ま

　
　

し
た
。

今年も
盛りだ

くさん
の発表

と交流
が！

いいや
ま女性

センタ
ー未来

文化祭

　

ま
た
、
体
験
教
室
で
は
、
ビ

ー
ズ
ク
ロ
ッ
シ
ェ
と
い
う
レ
ー

ス
針
で
ビ
ー
ズ
と
糸
を
組
み
合

わ
せ
て
編
み
こ
む
ス
ト
ラ
ッ
プ

作
り
が
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら

は
『
素
敵
な
作
品
が
で
き
て
よ

か
っ
た
』
と
の
声
も
聞
か
れ
る

な
ど
好
評
で
し
た
。

　

屋
外
で
は
、
笹
寿
司
、
赤
飯
、

豚
汁
、
わ
た
あ
め
、
中
華
ま
ん

等
の
販
売
も
行
わ
れ
、
早
々
に

売
り
切
れ
る
物
も
あ
る
人
気
ぶ

り
で
し
た
。

煎茶のサービス籐手芸・仏像彫刻の展示

色とりどりで
かわいらしいつるしびな

ビーズアクセサリー・写真の展示

しなやかな民踊 豚汁・赤飯等の販売

ハワイ
アンフ

ラ２グ
ループ

合同発
表も

必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
個
々
の
今

ま
で
の
生
き
方
を
尊
重
し
、
こ
れ

か
ら
の
生
き
方
に
「
自
分
ら
し
さ
」

も
大
切
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。


